
礎
医
学
を
中
心
に
勉
強
し
て
い
た
が
、
昼
の
約
二

時
間
の
み
は
一
緒
に
日
本
の
国
試
の
過
去
問
を
勉

強
し
て
い
た
。
こ
ん
な
に
没
頭
で
き
た
の
は
妻
の

ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
家
計
の
支
え
の
お
か
げ
だ
っ

た
。
二
〇
〇
一
年
三
月
、
約
三
〇
％
の
合
格
率
の

台
湾
国
試
に
ト
ッ
プ
１０
レ
ベ
ル
の
成
績
で
合
格

し
た
。
渡
部
君
も
ト
ッ
プ
の
成
績
でStep1

を

通
過
し
た
。
二
〇
〇
一
年
五
月
に
、
二
人
と
も
晴

れ
て
日
本
の
国
試
に
受
か
っ
た
。
危
機
は
転
機
だ

っ
た
。放

射
線
腫
瘍
医
へ
の
道

医
学
部
卒
業
前
に
、
何
科
の
医
者
に
な
る
か
悩

ん
で
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
両
親
か
ら
も
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
も
ら
っ
た
。
学
生
時
代
、
解
剖
学
や
脳
神

経
に
興
味
を
も
っ
て
脳
外
科
医
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
が
、
年
齢
を
考
え
て
諦
め
た
。
臨
床
実
習
中
に
、

印
象
に
残
っ
た
先
生
は
講
師（
現
北
大
保
健
学
科

教
授
）の
西
岡
健
先
生
で
あ
っ
た
。
西
岡
先
生
の

専
門
は
頭
頸
部
腫
瘍
で
あ
っ
て
、
実
習
中
に
患
者

さ
ん
に
優
し
く
、
触
診
や
内
視
鏡
・
エ
コ
ー
を
使

い
な
が
ら
腫
瘍
形
態
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
姿
を
み
て
、

こ
れ
は
放
射
線
科
医
で
あ
ろ
う
か
、
ま
る
で
内
科

の
よ
う
な
診
療
で
あ
る
と
驚
い
て
今
ま
で
の
放
射

線
科
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し
た
。
そ
し
て
、

放
射
線
科
医
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

た
ま
た
ま
臨
床
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ク
ラ
ブ
に
採
り
上

げ
ら
れ
た
上
咽
頭
癌
治
療
文
献
は
台
北
の
和
信
治

癌
中
心（
癌
セ
ン
タ
ー
病
院
）か
ら
の
治
療
成
績
報

告
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
帰
省
の
際
に

同
癌
セ
ン
タ
ー
放
射
線
治
療
腫
瘤
科
へ
の
見
学
を

電
話
で
申
し
入
れ
た
。
突
然
の
依
頼
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
同
科
主
任
の
簡
哲
民
先
生
が
同
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
放
射
線
治
療
部
門
を
案
内
し
、
放
射
線
治

療
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
私
は
こ
れ
か
ら

放
射
線
治
療
の
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
確
信
し

た
。

が
ん
ば
り
ま
す

大
学
院
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

助
教
授（
現
教
授
）の
白
土
博
樹

先
生
の
指
導
の
も
と
で
脳
定
位

放
射
線
治
療
で
あ
っ
た
。
最
近
、

メ
デ
ィ
ア
に
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
肺
が
ん
定
位
放
射
線
治
療

は
そ
の
応
用
の
一
つ
で
あ
る
。

大
学
院
修
了
後
、
旭
川
厚
生
病

院
に
赴
任
し
た
が
、
主
に
大
学
で
あ
ま
り
勉
強
で

き
な
か
っ
た
食
道
が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
の
一
般
放

射
線
治
療
を
研
修
し
て
い
た
。
当
病
院
は
地
域
病

院
と
い
っ
て
も
、
道
北
で
は
放
射
線
治
療
患
者

数
が
一
番
多
く
、
放
射
線
治
療
基
幹
病
院
と
言
え

る
。
こ
れ
は
上
司
で
あ
る
高
邑
明
夫
先
生
が
一
人

で
努
力
さ
れ
た
賜
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
に
住
む

が
ん
患
者
さ
ん
の
事
情
を
認
識
で
き
た
。
弊
害
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
医
局
制
度
が
な
け
れ
ば
、

地
域
医
療
の
維
持
は
大
変
だ
と
思
う
。
大
都
会
に

住
む
人
々
が
医
療
に
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
実

感
し
た
。

二
〇
〇
五
年
四
月
、
が
ん
診
療
を
さ
ら
に
勉
強

す
る
た
め
に
駒
込
病
院
勤
務
に
な
っ
た
。
が
ん
患

者
の
多
さ
と
多
様
化
に
驚
き
、
そ
の
患
者
の
治
療

に
追
わ
れ
る
毎
日
だ
っ
た
。
し
か
し
、
昨
年
、
認

定
医
試
験
に
合
格
し
、
放
射
線
治
療
専
門
医
に
な

っ
た
。
今
、
主
に
一
般
放
射
線
治
療
か
ら
脳
定
位

放
射
線
治
療
、
肺
が
ん
定
位
放
射
線
治
療
、
前
立

腺
が
ん
小
線
源
治
療
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
放
射
線
腫
瘍
医
と
し
て
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
九
月
か
ら
今
日
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
、
事
と
出
会
い
、
そ
の
喜
怒
哀
楽
の
体
験
が

人
生
の
宝
物
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
場
を

借
り
て
楽
し
く
充
実
し
た
留
学
体
験
を
可
能
に
さ

せ
て
く
れ
た
石
坂
財
団
お
よ
び
生
命
保
険
協
会
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

学会のために上京した西岡健先生
（右）と横浜中華街で再会
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日
本
に
留
学

一
九
八
八
年
六
月
に
、
二
年
間
の
義
務
兵
役
を

終
え
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
に
つ
い
て
頭
を
悩
ま
せ

て
い
た
。
こ
の
時
、
母
校
恩
師
・
林
安
煕
先
生（
秋

田
大
の
前
身
・
秋
田
高
専
Ｏ
Ｂ
）を
思
い
出
し
て

相
談
し
た
。
林
先
生
は
授
業
中
に
、
よ
く
自
分
自

身
の
秋
田
高
専
や
秋
大
研
究
留
学
の
生
活
や
秋
大

に
留
学
し
た
母
校
先
輩
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
、
秋
田

の
風
俗
人
情
な
ど
の
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
そ

の
後
、
父
親
に
海
外
留
学
し
た
い
気
持
ち
を
伝
え

て
、
大
賛
成
し
て
く
れ
た
の
で
、
秋
大
に
留
学
す

る
こ
と
を
決
意
し
た
。
一
九
九
〇
年
九
月
に
林
先

生
の
推
薦
状
を
い
た
だ
い
て
、
秋
大
の
恩
師
・
故

品
田
豊
先
生
を
お
訪
ね
し
て
、
十
二
月
の
大
学
編

入
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
入
学
の
必
須
条
件
で

あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
試
験
ま
で
残

り
僅
か
三
カ
月
で
必
死
に
日
本
語
を
勉
強
し
た
が
、

試
験
科
目
は
数
学
や
理
科
が
中
心
だ
っ
た
の
で
、

幸
い
、
秋
大
鉱
山
学
部
物
質
工
学
科
材
料
コ
ー
ス

二
年
次
編
入
試
験
に
合
格
し
た
。

四
年
生
の
時
に
、
最
愛
の
二
番
目
の
妹
が
病
気

の
た
め
、
二
一
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
大
学
院
推
薦
を
辞
退
し
、
医
学
の
道
を
選

ん
だ
。
一
九
九
四
年
に
北
大
医
学
部
に
合
格
し
、

入
学
し
た
。

医
学
へ
の
道

医
学
へ
の
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
の
留
学
政
策
に
よ
り
、
留
学
生
が
着
実
に
増

え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
数
少
な
い
奨
学
金
、
こ

と
に
学
部
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
を
支
給
で
き

る
団
体
と
額
が
大
学
院
留
学
生
に
比
べ
て
多
く
な

か
っ
た
し
、
そ
れ
を
申
請
し
て
受
け
取
る
確
率
は

決
し
て
高
く
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
、
結
婚
、
息
子

の
誕
生
は
お
め
で
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
父
親

の
退
職
と
病
気
の
た
め
、
家
計
が
一
層
厳
し
く
な

っ
た
。
医
学
部
は
高
学
年
に
な
る
ほ
ど
、
勉
学
す

る
時
間
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
増

や
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
不
可
能
な
状
態
だ
っ
た
。

幸
い
こ
の
と
き
、
大
学
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
一

九
九
七
年
度
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
の
奨
学
生
（
注
）
と
し
て
認
め

ら
れ
て
、
経
済
的
に
楽
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
い
ろ

ん
な
支
援
を
受
け
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
医
学
部
を

卒
業
し
、
大
学
院
に
進
ん
だ
。

し
か
し
、
そ
の
年
の
医
師
国
家
試
験
合
格
者

の
な
か
に
は
私
の
名
前
が
な
か
っ
た
。
私
に
と
っ

て
は
衝
撃
で
本
当
に
大
き
な
挫
折
だ
っ
た
。
時
間

を
無
駄
に
せ
ず
、
ま
ず
、
同
年
十
二
月
末
の
台
湾

国
試
に
合
格
す
る
こ
と
を
目
指
そ
う
と
考
え
た
。

同
期
の
渡
部
亮
君
も
国
試
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
医
師
免
許
試
験Step1

を
目

指
し
て
い
た
。
台
湾
と
ア
メ
リ
カ
の
受
験
科
目
は

臨
床
医
学
以
外
に
解
剖
学
な
ど
の
基
礎
医
学
が

必
須
で
あ
る
の
で
、
八
月
末
か
ら
二
人
と
も
、
朝

か
ら
夕
方
ま
で
大
学
図
書
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基

張

大
鎮

ち
ょ
う

た
い
ち
ん

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
故
石

坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学
院
へ
一
七
二

名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
世
界
三
七
カ

国
四
九
〇
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金
の
供
与
や
講
演

会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

（注）生命保険協会から寄付された基金を元に実施している外国人私費留学生奨学金制度

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
一
九
九
七
年
度
奨
学
生
。
台
湾
・
桃
園

県
出
身
。
一
九
八
六
年
台
湾
国
立
台
北
工
業
専
科（
高
等
専
門
）学

校（
現
国
立
台
北
科
技
大
学
）砿
冶
科
卒
業
。
一
九
九
四
年
秋
田
大

学
鉱
山
学
部
卒
業
。
二
〇
〇
〇
年
北
海
道
大
学
医
学
部
卒
業
。
二

〇
〇
一
年
台
湾
、
日
本
医
師
国
家
試
験
合
格
。
同
年
同
大
学
放
射

線
科
教
室
に
入
局
。
二
〇
〇
四
年
同
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了（
医
学
博
士
）。
二
〇
〇
四
年
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
旭

川
病
院
放
射
線
科
勤
務
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
現
職
。

都
立
駒
込
病
院
放
射
線
診
療
科
治
療
部
門
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